
福岡市埋蔵文化財調査報告書第1139集

谷上古墳群 I
一谷上古墳群A群 第3・4次調査報告－

2 0 1 2 

福岡市教育委員会





福岡市埋蔵文化財調査報告書第1139集

2 0 1 2

─ 谷上古墳群Ａ群 第3･4次調査報告 ─

谷上古墳群  Ⅰ
た   に            じ ょ う

0941        1041調査番号

TNK-A-3   TNK-A-4調査略号

10km0

福岡市教育委員会

福岡市埋蔵文化財調査報告書第1139集

2 0 1 2

─ 谷上古墳群Ａ群 第3･4次調査報告 ─

谷上古墳群  Ⅰ
た   に            じ ょ う

0941        1041調査番号

TNK-A-3   TNK-A-4調査略号

10km0

福岡市教育委員会





 図 1    調査地遠景 ( 南から )

 巻頭図版

 図 2    調査地遠景(東から)
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福岡市の西部に位置する今宿平野を見下ろす山の麓には、400 基ほどの古墳が群

を成して残されています。また、歴代築かれた前方後円墳がよく保存されており、

平成 16 年には ｢史跡 今宿古墳群｣ として一括指定されるに至りました。

しかし、群集墳の保存についてはこれからの課題として残されています。そこで、

福岡市教育委員会では、その内容について確認することとし、平成 20 年度から 3

年間をかけ、確認調査を実施しました。本書はその成果を報告するものです。この

成果が、当地域の古墳群保存の基礎資料となるとともに、市民の皆様に貴重な文化

財が身近な存在であることを実感して頂くための資料として活用頂ければ幸いです。

平成24年3月16日
福岡市教育委員会

教育長   酒井　龍彦



ⅳ

はじめに

１  本書は、2009（平成 21) 年度および 2010( 平成 22) 年度、福岡市教育委員会が国庫補助を受け、

今宿地区古墳群について実施した確認調査のうち、谷上古墳群関係調査の報告である。

2  調査は下記の通り、実施した。

谷上古墳群第 3 次調査 ( 谷上古墳群Ａ群 11 号墳    調査番号 0941)

谷上古墳群第 4 次調査 ( 谷上古墳群Ａ群 7･8 号墳    調査番号 1041)

3  本調査は、教育委員会埋蔵文化財第２課 ( 埋蔵文化財課 ) が担当した。調査に際し、地権者各位

においては測量のための立入りと、発掘調査について快く承諾を頂いた。この場で深く感謝申し上

げます。

５ 調査は、第 3 次調査を菅波正人、第 4 次調査を杉山富雄が担当した。本書の編集は杉山が行い、

各担当が執筆した。

６  調査記録は、福岡市埋蔵文化財センターで収蔵管理し、利用に供する予定である。

凡 例

1  位置の表記は、現用の文化財分布地図 ･ 埋蔵文化財包蔵地管理システムとの整合性を考慮し、日

本測地系に基づく座標値で示した。

2  本書で用いる方位は、国土座標の座標北であり、真北から 0°19′西偏している。なお、図 6 は磁

北で示し、真北から 6°20′西偏している。
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Ⅰ 谷上古墳群第3次･第4次調査の概要
1. 調査に至る経緯

福岡市西区の南西端、今宿平野の丘陵部には、古墳時代各時期を通じ継続して前方後円墳が造営さ

れており、その重要性から平成16(2004)年度、｢史跡 今宿古墳群｣として統合指定されるに至った。

一方、丘陵や山麓地に分布する群集墳については、未だ保存の手が届いていない。このような状況

を受けて、2004(平成16)年度から、国庫補助により、｢今宿地区古墳群詳細分布調査｣として、本地

域の古墳について分布調査を実施した。2007(平成19)年度からは担当主査が配置され、2008(平成

20)年度から、古墳群の内容について確認調査を実施することとなった。

調査は、2008(平成20)年度、飯氏古墳群(Ｂ群)について実施し、次いで2009(平成21)年度、女原

古墳群(Ｄ群)および谷上古墳群(Ａ群)、さらに、2010(平成22)年度および2011(平成23)年度の谷上古

墳群(Ａ群)へと継続した。前2地点については2010年度報告書を刊行しており、今回谷上古墳群の2

地点の調査について報告する。

2. 古墳群の立地と既往の調査
(1) 谷上古墳群の立地

谷上古墳群は、山麓地から丘陵に至る標高120mから40mの高度に位置する。山麓地は痩せて勾配

のある尾根が北へ向かい、それに続く丘陵部は、開析されて樹枝状に分岐する。丘陵部の尾根は広

く、ながらかな勾配の部分が各所にみられる。古墳群はＡ群からＣ群までの3群に分かれている。Ａ

群はそのなかで山麓から、丘陵端部まで続く尾根を中心として分布し、現在20基を確認している。

古墳は、群南北部分ではほぼ等間隔に並び、中央部の東側丘陵への分岐部ではやや密集して2群を成

す。また、西側斜面にはやや離れた位置に単独で古墳が築造されている。今回報告するうち、第3次

調査は西斜面に立地する単独墳、第4次調査は中央部の一群についての調査である。

Ｂ群は東側に分岐する丘陵上に立地する。その標高80mの頂部に立地する前方後円墳のほか3基を

確認している。Ｃ群はそれからさらに北方へ下って分岐する丘陵端近くの一群であり、5基で構成さ

れていたが、工事により消滅した。

(2) 既往の調査
谷上古墳群については、2度の調査が行われている。

第1次調査　　　谷上古墳群Ｃ群について、宅地造成工事に伴い1966(昭和41)年度実施されたもので

ある。5基のうち、3基を調査し、残りは既に破壊消滅していた。大形の円墳を含む。内部主体は多

様で横穴式石室、竪穴式石室、石棺である*。

第2次調査　　　谷上古墳群Ｂ群1号墳(｢谷上古墳｣)の確認調査として実施した。墳丘はよく保存され

ており、石室は上部を欠くが、羨道部は遺存していた。石室内から須恵器、玉類、鉄刀、鉄鏃、馬具

が出土した**。

3. 調査の実施
第3次調査は、Ａ群11号墳について、2010(平成21)年3月16日から3月30日まで行い、主として現

況測量を行った。

第4次調査は、Ａ群8号墳について2011(平成22)年2月15日から3月26日までの期間で、トレンチ

による確認調査を行い、併せて7号墳の現況も確認した。

以下、調査別に報告する。
【註】*  福岡県教育委員会  『今宿古墳群』福岡県文化財報告書第38集  1969
          ** 福岡市教育委員会  『谷上古墳』福岡市埋蔵文化財調査報告書第499集  1997
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Ⅱ  谷上古墳群第３次調査の報告
１．調査の記録

（１）はじめに

第３次調査は今宿地区古墳群の保存を目的とした確認調査で、対象とした古墳は谷上古墳群A群11

号である。谷上古墳群Ａ群は５世紀後半～６世紀代の円墳15基が分布する。東側には谷上古墳群Ｂ

群、相原古墳群などが分布する。そのうち、古墳群の北東側に当たる丘陵尾根上に立地する谷上Ｂ－

１号墳は６世紀前半の前方後円墳で、全長約37ｍ、後円部径20ｍを測る。主体部は単室両袖式型の

横穴式石室で、南側に開口する。石室は撹乱されていたが、須恵器、大刀、鉄鏃などが出土した。

今宿地区の古墳群は６世紀前半以降、前方後円墳は築かれるものの20～40ｍ程度の小型のものと

なり、立地も丘陵上に移動する。谷上古墳群Ｂ－１号墳や飯氏古墳群Ｂ－14号墳などが相当する。

また、前方後円墳に見られる変化と並行して、丘陵部の群集墳の形成もこの時期より盛んになり、

首長の在り方の変化や地域社会の再編などを窺わせる。当古墳群の形成は石室の形態などから谷上

Ｂ－１号墳に先行もしくは並行すると考えられるものもあり、谷上Ｂ－１号墳との関係を含め、古墳

群の形成過程が注目される。

（２）調査の経過

今回の調査は谷上古墳群におけるＢ－1号墳の位置づけを考えるため、周囲の古墳群の様相を見て

いくこととなった。谷上古墳群Ａ群は標高約100ｍを最高位として、北側に延びる丘陵尾根線上に立

地する。北側でＢ群が立地する丘陵と分岐する。調査を実施したＡ群11号墳は古墳群分布域の南側

に当たる。南側は林道により丘陵が切断されている。現況はヒノキの山林で、標高は約82～88ｍ前

後を測る。調査は現況の墳丘測量を主に行った。この古墳の石室は攪乱を受け、石材が散布する状況

であった。墳丘は谷頭に当たる場所で、かなりの傾斜面に立地する。

調査は平成22年３月16日から開始し、墳丘の下草刈り、墳丘測量を行った後、同年３月30日に終

了した。

（３）検出した遺構と遺物

11号墳　墳丘規模直径約９ｍ、墳丘高は約1.5～2.0ｍを測る。主体部の形態は不明であるが、

墳頂部には径約１～２ｍの大きさの陥没孔があり、床面に花崗岩の礫が遺存する。遺物は出土しな

かった。

（４）小結

今回の調査は現況の測量を主として行ったため、主体部の形態などは確認できなかった。Ａ群は谷

上Ｂ－１号墳との関係を含め、古墳群の形成過程が注目される。また、周囲の古墳群との関係でも、

Ａ群が尾根線上に一定の間隔をもって分布しているのに対して、東側に隣接する相原古墳群が斜面に

密集して分布する。今宿地区古墳群では飯氏古墳群などは谷上古墳群と同様の分布状況を呈している

が、一昨年度実施した女原古墳群Ｄ群などは相原古墳群と同様に密集する分布状況を呈する。500基

に及ぶ群集墳の形成過程の解明にむけて、６世紀前半以降に築造される小型の前方後円墳の位置づけ

と群集墳との関係は今後更に調査を進める必要があると考えられる。
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図7  谷上古墳群Ａ群 11 号墳調査前（南から）

図8  谷上古墳群Ａ群 11 号墳墳丘現況（南から）
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図9  谷上古墳群Ａ群 11 号墳石室現況（西から）

図10  谷上古墳群Ａ群 11 号墳墳丘現況（西から）
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Ⅲ  谷上古墳群第4次調査の報告
1. 調査の経過

谷上古墳群第4次調査は、谷上Ａ群8号墳について、石室、墳丘の調査を行った。墳丘はトレンチ

により確認した。また、併せて7号墳の石室を清掃し現状を確認した。

古墳の立地 概要に述べたように両古墳は、Ａ群の立地する尾根筋からＢ群の立地する東の丘陵

へ分岐する位置に、1群を成している。地形は北と東から入る谷の谷頭にあたり、広がりのある尾根

の鞍部となっている。8号墳は鞍部の7号墳を望む東の一段高い位置で、南の谷に寄った尾根の端

図11  谷上古墳群第 4 次地点現況地形 (1:200)
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に立地している。現状で、墳丘は低く、後背部からみるとその高まりはごくわずかである。天井部を

失って北西に開口する石室は、半ば埋没していた。7号墳は鞍部で尾根の分岐部に立地し、墳丘は低

く、天井部を欠く石室は殆ど埋まり、壁の一部を確認することができるのみであった。

調査の経過 第4次調査は、2011年2月15日着手した。機材を搬入し、下草刈りの進行をまっ

て、現況測量を進めた。測量基準点は調査地内に仮の基準点を置き、後日国土座標に取付けた。2月

23日、石室の中心を基準に、石室長軸に沿う方向と、直交する方向の4方向に調査区(トレンチ)を設

定し、順次掘り下げを進めた。石室内も平行して調査を行った。調査に進行にあわせ順次実測等記録

を進め、3月14日から石室の実測を行った。3月23日調査区埋め戻し着手。3月25日、7号墳の現況

確認のため、石室内の清掃、記録を行った。埋め戻し、機材を撤収を終わり、図根点の補測を完了し

たのは3月26日である。

以下、谷上古墳群Ａ群8号、同7号墳の順に記述する。

2. 谷上古墳群Ａ群8号墳の調査
(1) 墳丘の調査

調査区    墳丘の調査は、石室の中心を基準に、石室長軸に沿う方向と、直交する方向の4方向に調査

区(トレンチ)を設定して行った。巾は1ｍとし、必要に応じて拡張した。調査区は石室長軸に沿い開

4区

5区

6区

3区
M9

M2

M10

M
11

Y  -67420

X 
 +6

26
20

10
0m

0
1：

2
0
0

67

6869

69

71

71

72

72737271

70

70
70

図12  谷上古墳群Ａ群 8 号墳調査区 (1:200)
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口方向に伸びる調査区を3区とし、以

下時計回りに6区までを設定した。

なお、調査区の番号は遺構番号と一

連の番号として設定した。因みに墳丘

を1、石室を2、後述する各部につい

て続く番号を付し必要な場合、記述に

用いている。

以下、3区から6区まで順に報告す

る。

3区の調査  (図13･29)

石室前面方向、石室長軸に沿い北西

方向に設定した全長約8mの調査区で

ある。土層断面では薄い腐植土層下は

赤褐色シルト層(2)となり、粗砂･細礫

を含む。上部はやや明るく、下部にな

るに従い暗く漸移する。墳丘側ではそ

の下位に明赤褐色シルト層(5)がみら

れ、少量の遺物が出土した。5下面を

地山とし、墳丘遺存面とした。

出土遺物は、極細片の土師器および

須恵器である。

墳丘側の堆積土は厚さ0.3ｍ程を測

る。一方トレンチ端部では、地山面が

極浅く、地表から0.1m足らずの位置

にある。

地表観察では石室中心から7mの位

置で勾配が変化するものと見えたが、

断面をみると、石室中心から5ｍの位

置で地山面の勾配が変化する。図上で

は、やや窪んで溝状になるようにも見

えるが、調査時の観察では確認できな

かった。なお、この位置を現況図に当

てはめてみると、調査区南側の等高線

間隔の変化する位置に一致する。

4区の調査 (図14･30)

石室長軸と直交し、現況石室状端部

から北東方向、墳丘が丘陵尾根部につ

ながる位置に設定した調査区である。

長さは約5mである。土層断面ではト

レンチの中央付近で地山が最も高く

図13  3 区 (1:40)
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  9
  8
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な

の
か
判
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。

なり、墳丘内外両側に向かって傾斜する。墳丘外方へは緩く下り、調査区端で急に落ち込んで断面

逆台形状の周溝となる。それの墳丘側には枕大の礫を、墳丘に沿う方向で、地山直上に配列してい

る。一部は2段に重なっており（断面Ａ)、墳丘裾を区画するものかと考えられる。この溝を埋める土

層(土層１の4･5)は赤褐色のシルト層で、上部(4)はやや粘土味が強く、花崗岩円礫が混じって出土す

る。下部(5)では地山起源と思われる岩片が混じる。上部でみられる花崗岩礫は円礫であり、地山起

源ではなく、古墳墳丘から転落したものと見え、上述した裾部の構築物を構成していた可能性が

ある。

一方、石室方向では地山の勾配が急で,一旦段を成したのち石室に向かって落ち込む。調査ではこ

の位置までを確認した。この部分の埋土は赤褐色のシルト層(土層2の8～11)で、粒径、夾雑物によ

り分層できる。全体として塊状の状態を保ち、各層とも石室に向かい勾配をもつことから、掘削した

地山土で埋め立てた状況を残しており、これが石室掘形とすることができる。掘形肩部は石室軸から

2mの位置になり、上方がかなり開いた状態に掘削されている。

4区の調査では、墳丘、周溝内のいずれからも遺物の出土はなかった。

図14  4 区 (1:40)
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図15  5 区 (1:40)
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5区の調査 (図15･31)

石室長軸に沿い、石室後方、南東方向に設定した調査区である。調査区は墳丘から丘陵斜面中腹に

かけての位置となり、長さ8m程の規模である。比較的急斜面にあるが、現墳頂部からは緩い勾配で

下る。地山確認のため、片側を深掘りした。

表面観察では石室中心から、5m程の位置で勾配が緩くなる。表土は、3区と同様腐植土、赤褐色

土と分布するが、古墳裾に向かって厚い。土層断面ではやや内側の4.5ｍの位置からやや急に落ち込

んで、6mの位置で現地表から0.9mとなり最も深い。断面は低い逆三角形状となる。一部を後述する

土壙樣の落込みと重複して不明瞭であるが、現況地形と重ね合わせてみると、かなり幅広ながら、4

区に続く周溝となると考えられる。溝底は標高71.2mの位置にあり、4区のそれより0.7m低い。現況

地形は両者間が尾根状に高く、ここに向かい両方から高く浅くなっているものと推測できる。

土壙状の落込みは、土層断面では周溝に重複して古いものと観察したが、調査の範囲では詳細不明

である。周溝の堆積層には、墳丘から転落した石材と思われる花崗岩礫も出土している。周溝の墳丘

側の肩部には枕大の石材があり古墳裾に配されたのと見える。同位置まで墳丘盛土分布がある。さら

に石室奥壁に接した位置を深掘りしたところ、深さ0.7ｍの地山面まで、墳丘盛土と考えられる赤褐

色土が載っていた。地山面は石室に向かって緩く傾斜し、石室近くから急に深くなる。盛土層のう

ち、地山面に載る層が石室に向かう勾配を

もつほかは、墳丘外方へ向かって傾斜して

おり、墳丘構築時の状況を示している。

本調査区からは、上述した地山の落ち込

みを埋める層の中位から須恵器、土師器が

少数出土した。

6区の調査 (図16･17･32)

石室中心点から石室中軸線に直交する南

西方向、墳丘南面斜面に設定した調査区で

ある。調査区の長さは8m程で、墳丘頂部

からの比高が3.5mあり、勾配が大きい。

調査では、表層の除去を行った後、墳丘

範囲の確認のため中、上段の位置を深掘り

して土層断面を確認した。また、斜面に礫

が散布し、一部配列したような状態を確認

したことから調査区を西側に拡張し確認を

行った。その結果、配石(遺構9)を検出し

た。また、調査区下端近くでも配石を確認

した(配石10)。

上段の土層観察深掘部(土層2)、中段の

それ(土層3)共、底面まで墳丘盛土と思わ

れる軟質の赤褐色土で盛土されていた。土

層2で1.2mを測る。上部層は全体として均

質な印象で、下位層は上層よりも厚く、僅

かであるが、風化岩片や別層の土塊を含ん

図16  6 区土層断面 (1:40)



13

2m
0

1：
4
0

X  +62620

Y -
67

43
4

H 72.0m

H 71.0m

土
層
 2

H 
71

.0m

土
層
 1

土
層
 3

土
層
 1

土
層
 2

1 2 3

1
2

3
4

5

6 7

8

土
層
2

1
  
赤
褐
色
シ
ル
ト

(
5
Y
R
 
4
/
6
)
 
 
軟
質
、
腐
植
の
汚
染
。

2
  
赤
褐
色
シ
ル
ト

(
5
Y
R
 
4
/
8
)
 
 
粗
砂
～
細
礫
を
僅
か
に
含
む
。

3
  
赤
褐
色
シ
ル
ト

(
2
.
5
Y
R
 
4
/
8
)
 
 
ご
く
軟
質
で
、
明
黄
褐
色
地
山
土

(
塊
状

)
あ
る
い
は
岩
塊
を
レ
ン
ズ
状
に
含
む
。

図17  6 区 (1:40)
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でおり、明らかに移動されたことを示

している。

本調査区、周辺とも遺物の出土はな

かった。

墳丘上施設の確認
8号墳の南面斜面には、枕大の礫が

散布していた。その一部が配列したよ

うな状態で現れていたことから、ピン

ポールで地表下の礫を探って見たとこ

ろ、一定の範囲に集中するのではない

かと思われた。そこで地表に礫の配列

+62616

-6
74

24

1m0
1：40

H  71.0m

H  70.0m

H  70.0m

Y -67432

X +
62

62
2

図 18  配石 10 (1:40)

が見られる位置を中心に調査区を拡張、あるいは腐食土層を除去して確認を行い、3ヶ所で構築物を

検出した。

配石 9 (図17･32～34)

調査区6区中央部を拡張して調査を行った。墳丘斜面に枕大までの石材が敷き並べられた様な状態

で配置しており、古墳裾に沿う方向の長さ3ｍを調査した。現地表高71mの位置で、等高線に沿うよ

うに長軸を斜面方向に向けた石材の下端位置を揃えて据える。それ以上の石材は、長軸を斜面に対し

て直交方向に据える。全体として墳丘面に置いた状態であるが、一部は下位の石材に載せる状態で据

えている。ピンポールで地表下を確認した限では、調査範囲より西へは広がらないものと見える。東

方向へは3区を横断して広がる可能性がある。3区では墳頂方向への広がり認められない。なお、こ

の遺構の下端位置は、調査区3区との間の現況等高線間隔が変化する位置によく合致する。

図19  配石 11 (1:40)
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図20  配石 10 ( 北西から )

図21  配石 11 ( 北東から )

配石 10   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (図18･20)

調査区6区の下端近くに位置する。表土の腐食土を除去し検出した。枕大の礫を標高70m の等高

線に沿うように北西から南東方向に長軸を揃え、直線状に配置する。上部の礫がよく揃っており、

前部のそれは崩落したものかもしれない。幅1.5m程を検出した。東西方向への広がりは不明。

配石 11  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   (図19･21)

調査区5区と6区の間の斜面で検出し、表土を除去し検出した。枕大までの礫を傾斜方向に並べて

いる。石材の長軸も傾斜に沿うものが多い。2.5ｍの長さを調査した。石材の間隔は疎である。平面

では、やや弧状を成し北東から南西方向へ下る。その下部で密に組み合う部分があり、ここで等高

線に沿う方向に分岐し配石10の方向へむかうとも見えるが、確認することはできなかった。
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Y -67424

X +62620

 (2) 石室の調査 

調査前の状況と調査の経過 
概要で触れたように、石室は天井部を失い、半ば埋没した状態で遺存していた。前庭部は閉塞され

ていたが、閉塞石は引き開けられたように上部が石室前方に向かって傾き、両側の板石を利用した袖

石はほぼ全体が現れていた。また、石室左側壁 ( 奥壁に向かったときの ) は、樹根のために押し出さ

れたものか内側に倒れ込んだような状態にあった。
調査は石室内に流入した土砂の除去から始めた。

土砂は奥壁側から流入した赤褐色シルトであるが、

中程に腐植層を挟んでおり、上部は最近意図的に埋

め立てされたもののようである。墳丘から東の尾根

上に採土の痕跡がある。このような流入土を除去し、

石室内を清掃した。併行して石室前庭部の左半部分

を対象とし、閉塞部を掘り下げ調査を行った。また、

石室掘形の確認は墳丘調査区 4 区、5 区で行った。

玄室 (図22･23、35～42)

石室は座標北に対し、北から 28 度西偏方向に開

口する。玄室の現状は、高さ 1.1m 程が遺存し、中

軸上での長さ 2.5m、中央部で幅 1.4m を測る。そ

の平面形は、ごく僅かの胴張りがあり、奥壁、前壁

では幅 1.3m の規模である。

奥壁には、幅一杯の腰石を据える。高さは 0.5m。

その上に枕大にの大きさで形状も揃えた花崗岩石材

を 3 列、縦に目を揃えて積み上げる。側壁の基部

は左右壁でやや異なる。右側壁では比較的長い石材

5 個を使用し、上位の構築材とは別とするが、左側

壁では、上位の材と同規格の石材 8 個を使用して

区分できない。両側壁とも、壁の構築材は主に枕大

の厚みのある石材を用いるが、ほかにまちまちの形

状、大きさのものが混じる。構築の手順は、中央か

ら前後に向かい競り上がるように配置されているよ

うに見えるが、明瞭なものではない。

構築材の間は拳大の花崗岩礫で埋めるが、加えて

玄武岩板石が使用されている点、特異である。図中

に網掛けして示すように、かなりな数の掌大石材が、

各壁に使用されている。

前壁は、板状の石材を利用した袖石で構成されている。左右ともに高さ0.9ｍ、幅0.5m程の厚い板

状で、右側は花崗岩であるが、左側のそれは砂岩のように見える。左側袖石は、前述のように側壁と共

に押し出され、内方へ倒れかかっているように見える。袖石に接した玄室床面には、前壁を押さえるよ

うにほぼ石室の幅一杯の大きさの石材がおかれている。水滴状ともいうような不整な形状である。右

図22  石室上面 (1:40)
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側袖石の外側縁は石室構築材の後ろに隠れ、前庭部側壁構築材との間に組み込まれているものと見え

る。一方、左側袖石は外側縁に接して壁構築材が見え、壁の構造に組み込まれていない。

玄室の床とするのは赤褐色のやや締まったシルト質土で、地山土塊を含んで、部分的に残る。床の

現状は全体が窪んだような状態になっており、側壁の基部の一部は一段高い位置となる。中央には不

整な楕円形状の攪乱がある。

石室の清掃過程で少量の円礫が出土しており、本来床面には敷石が存在したことも考えられる。た

だし、前壁前の石材はこの面に据えられている。床面の現状、前壁部の状況など、非常に不自然であ

り、あるいは後世、石室内を何らかの形で再利用された可能性も考えられる。床の高度は標高71.3m

の位置である。

石室清掃中に、鉄器細片2点が出土した。

前庭部 (図22･23･37･38･42)

左半部のみを調査した。閉塞石の外側は、石室構築材と同形状の石材で裏込めされている。調査で

は、未調査部にかかる石材と樹根のため閉塞石付近を完掘することができなかった。

閉塞石は、袖石よりやや小振りの花崗岩板石を利用している。上部は前方へ倒れるが、下部は袖石

に接した位置を保っている。前庭部は、墳丘から掘りくぼめ、玄室へと下る構造をとる。調査部では

一段下った平坦面となった部分までを確認した。前庭部側壁は石材の小口を揃え、基底部には腰石を

配置するようである。その底面の高さは玄室床面から0.3mの比高がある。しかし玄門の床面は玄室

と一致し、閉塞石の底面も同じと見える。この間の構造は先に述べた事情で確認することができな

かった。

前庭部からの遺物出土はなかったが、埋土中に玄室と同様玄武岩礫が僅かではあるが混じって出土

した。また、前庭部前面の墳丘に、樹根痕と思われる不整な小穴(M8)があり、その埋土中から炉壁

の細片が出土している。

(3) 出土遺物 (図24)

今回調査で遺物出土のあったのは、墳丘調査区3区墳丘斜面、5区墳丘裾(周溝)、石室玄室内、前庭

部前方の小穴である。内容は須恵器･土師器、鉄器、炉壁である。いずれも細片資料であるが以下に

図24  出土遺物 (1:2,1:3)
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図示できる遺物を示す。

1･2は玄室出土の鉄器である。共に両端を欠く。1の下部断面形は紡錘形状、上部は細い三角形状

となる。長さ4.8cm。2の断面形は同様長方形、三角形となる。長さ4.0cm。ともに断面形から刃物

と見えるが詳細不明。

8は、須恵器坏蓋と復原した。細片資料で、口径12.1cmを復原できる。胎土はやや粒状性があり

均質、内外面とも回転を利用した撫で調整を行っている。器表は灰白色(2.5Y 7/1)。3区墳丘斜面出

土。4は須恵器坏蓋の頂部中央部細片と思われる。平坦で、内面には轆轤整形痕を残し、外面には箆

削り調整の後撫で調整を行っている。胎土に粗砂粒を含み堅緻、灰色を呈す。5区周溝埋積土出土。

3は須恵器甕体部細片である。外面は併行叩き目調整痕が密に残る。対応する内面の当て具痕は同

心円状で深く残る。断面は団粒状を呈し堅緻。器表は灰白色(2.5Y 7/1)。5区裾埋積土中位出土。

6は土師器で把手のみの資料である。全体を細目の刷毛目調整を行った後、端部を指押えにより整

形する。取付は本体に穿孔し差し込む。本体は取付部の上部で厚く、下部では極薄い。内面の調整

は非常に粗い。断面で径4.9cmを測る。胎土に細礫を顕著に含み、やや軟質、器表はにぶい黄褐色

(10YR5/3)を呈す。5区周溝埋積土出土。

3. 谷上古墳群Ａ群7号墳の調査
露出する石室石材の位置等からして8号墳と同種の石室ではないかと見られるようになったことか

ら、石室内と周囲を清掃し、確認を行った。

墳丘は、現状0.5m程の高さで、標高71m弱の位置にある。8号墳を見上げて、8号墳とは1.5mの高

度差がある。円墳で、測量図から径7m程の

規模を推測できる。

石室は南の谷に向かい、座標北から西へ

164度の方向に開口する。玄室の前半部は地

表部まで埋まっているが、これが人為的なも

のであることは8号墳と同様である。前庭部

も埋没しているが、袖石、閉塞石と思われる

石材の上端が露出して、全体のおおよその形

状がわかる。玄室後半部も半ば埋没し、側

壁の高さ0.7mの部分が露出している。ピン

ポールを刺して確認したところ、埋没面から

0.2ｍの位置に石材を確認した。

玄室は、奥壁と側壁の後半部が観察でき

た。石材は8号墳より大形で、奥壁の腰石も

8号墳よりはるかに高いものと考えられる。

玄室前壁は8号墳と同様、両袖に板石を利用

し、板石で閉塞している。ここで石室規模を

計測すると、長軸上の長さ2.4m、奥壁埋没

面で幅1.2mを計り、8号墳とよく似た規模と

なる。

調査中遺物の出土はなかった。
図25  7 号墳 (1:40)
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4. 小結

各調査区毎に記述した成果を以下にまとめる。

墳丘    墳丘の規模について。4･5区の配石の位置、6区配石9の末端位置および、3区の墳丘からの勾

配の変換点は石室の中央からほぼ同じ距離にあって、石室長軸方向、交差方向で対向する間隔は約

9.5ｍ、9.8ｍを測りこれと現況測量図から径10m弱の規模の円墳と復原できる。また、現状の高さは

4区溝底から1.0m、6区配石基底から1.7mをそれぞれ測る。

古墳の築造は、後背部を溝で区画し、墳丘裾に配石を設ける。周溝中の転落石材の出土状況からす

ると、部分的には積み上げられていた可能性がある。墳丘裾部の配石は6区の配石に連続するものか

もしれない。周溝は、古墳前面に続かないか、あったとしてもごく浅い。周溝は馬蹄形状を成し、斜

面側は大きく開いた形状を呈していたものと見える。

石室は、幅広な尾根の中央を避け、南側斜面に寄った位置を選び、斜面を壇状に掘削し床を造成す

る。その掘削土を主に斜面側に盛り上げ、墳丘を築造しているように見える。このため、斜面側の6

区では深い位置まで盛土が続き、3･4区では盛土が殆ど残らない。5区は中間位置で、やや掘り下げ

た基底面上に盛土されている。このようにして造成した墳丘斜面に石材を配置し、配石9が構築され

る。また、下方にも石材を配列した配石10が構築されている。さらに斜面に沿って登った位置に配

石11があり、これは配石10から続くものかもしれない。配石10･11を現況測量図に重ねると、墳丘

から続く斜面の勾配の変換部に相当し、墳丘と一体となった施設であったものと考えられる。このよ

うにみると、8号墳は南側谷を意識して築造されているものと考えられる。この谷筋を墓道と考える

と8号墳を脇に見ながら谷頭に回り尾根に登って右手正面に石室が開口する。また、この位置の正面

に7号墳が開口するという位置関係となる。

石室  長さ2.4m、幅1.4mで比較的小振りの石材を用いて構築された横穴式石室である。平面形はや

や胴張り状となる。奥壁には腰石を据えるが、左側壁では石材の差は不明瞭である。石材は周辺でも

採取できるやや偏平な花崗岩亜円礫を多用するが、掌大の玄武岩板石を各所に挿入している点特徴的

である。玄室は前庭部から下った位置にあり、玄門部の詳細は調査できなかったが、閉塞石底辺の高

さから玄門部の床高さは玄室のそれと同高となる。前壁は板石の袖石で構成され、閉塞も板石で行わ

れる。

古墳の時期    遺物が極小量出土し、いずれも細片資料で詳細不明であるが、須恵器坏は6世紀後半の

資料と思われる。

H 72.0m

71.0

70.0

69.0

H 72.0m

71.0

北東 - 南西

北西 - 南東               

5m0
1：100

図26  8 号墳断面 (1:100)
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図27 8 号墳現状 ( 西から )

図28  8 号墳墳現状 ( 東から )
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図29  3 区 ( 北西から )

図30  4 区 ( 北から )
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図31  5 区 ( 北西から )

図 32  6 区 ･ 遺構 9･10 ( 南西から )
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図33  配石 9 ( 西から )

図34  配石 9 ( 西から )
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図35  石室現状 ( 南東から ) 

図36  石室閉塞状況 ( 北東から )
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図37  石室完掘 ( 北西から )

図38  石室完掘 ( 南東から )
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図39  玄室 ( 北東から )

図40  玄室 ( 北西から )
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図41  玄室 ( 北西から )

図42  玄室前壁 ( 南東から )
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図43  7 号墳全景

図44  7 号墳石室 ( 北から )
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図45  7 号墳奥壁 ( 南から )

図46  7 号墳石室 ( 奥半部、西から )
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20100316 , 
谷上古墳群

：福岡県福岡市西区今宿町 140130: 646 
＇（第3次 A群11号墳）： 20100330 , 

（確認調査

たにじようこふんぐん（ふくおかしにしくいまじゅくかみのはる1 : : 33。33’56行130° 16’｛7可 ； 
（いまじゆくまち I : : I 

I : : I : 2011021 s : 
谷上古墳群 （福岡県福岡市西区今宿上ノ原、140130: 646 : I : ～ : 49 l確認調査

，（第4次A群7・8号墳）［今宿町 I : : I : 20110325 : 

: 所収遺跡名 l 種 別 _ _j!！坦L一一旦里時一一一一J一一一主型型－－－－－~－~塑E
' 谷上古境群

' (A群）

l要

古墳群 古漬時代（ 古墳 3基 : 土師様、須息苦言

谷上古墳群A群を構成する7・8・11号墳の3基を対象として、現況測量を行い、 8号墳について墳丘、主体部

約 lの発掘調査、 7号墳について主体部の確認を行った。 7号墳、 8号墳は位置関係からl群のものとできる。墳丘、

（石室も同系譜にあるもので、前庭部を下って石室を設け、袖を板石とする横穴式石室である。

‘一一一ー一一一一一一一一一一ー一一一一一』一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一句ーーーーーー一ー一一一一一一一ーーー一一一一ーー一一一一ー一一一一一一ー一一一一一一ーー一一一一一一

たに じよう

谷上古墳群 I
一谷上古墳群A群第3・4次調査報告
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